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朝鮮における米中間の軍事衝突が起きた一九五〇年一一月、中国市民はどのように反応したのか。本稿は、本誌前
号に掲載した拙稿と同じ問題意識で、同時期の商工業者に限定してその反応を考察する。　
一般的に言えば、戦争に直面する商工業者にとって最大の関心事は 原料不足や租税負担の増加、対外貿易の断絶
など、経済活動の環境が悪化しないかということである。一九五〇年の深秋から初冬に至る頃の中国の商工業者も例外ではなかった。当時全国に約 「五百万人の商工業者がおり、 そのうち商業関係者は三百万人を占め
た（１）
」 と言われたが、
あくま も大よその人数であった。企業社（戸）数に関する統計によれば、一九五〇年 工業界におけ 全 民間企業は多くの零細町工場を含めて一三万三〇一八社（戸）あり、商業界では自営業がほとんどで四一六万二三〇〇社（戸）あっ
た（２）
。各地に散在していたこの数百万人を一つの全体として捉えるには、どのように接近すべきか。
　
本稿は、当時もっとも商工業が発達していた天津、上海、香港に焦点を当て、それぞれ 節を設ける。一九五〇
年、中国大陸部の民間企業のうち、近代的な工場数を含む全工場数では 一位と二位を占めたのは、上海と天津であった
（３）
。国際貿易の集積地でもあった両都市の商工業者にとって、朝鮮戦争が国際市場との繋がりに重大な変化を
一六四
もたらしかねない事件であった。また、香港はイギリスの植民地ではあったが、革命前に内地から大量の資本がそこに流出し、 「抗米援朝」が始まった頃、その去就が注目され、国内各地の商工業者の動向が間接にうかがわれる一つの縮図でもあった。　
もちろん、この三大都市の役割は、狭義の行政上の単位の範囲内のそれにとどまらなかった。これら国際港をも
つ大都市の後背地として 周辺に都市群 形成してい 。その後背地の状況をみる観点から、第一節を設ける。漢口を中心とする華中 域も、そのうちに含まれる。漢口は 清末以来、湖広総督の張之洞ら 下で大冶 鉄鉱石と江西省萍郷の石炭を使って製鉄業を中心 近代化 進められ、商工業が発達した地域であった。仮に天津から上海を経て香港まで 海岸線を「弓幹」と譬えれば、漢口から北上して天津の後背地である北京に達した京漢鉄道と、南下して香港の後背地にあたる広州に通じた粤漢鉄道が さしく「弦」にあたり、重慶から漢口を東西に流れて上海で大海に注ぎこむ長江を「矢」と見立てることが出来る。本稿で漢口とその周辺地域を、水陸両路でつなぐ三大都市の大後背地として位置づけた所以である。　一、後背地　
１、天津の周辺
　
まず、天津の西に百キロほど離れた北京である。一一月五日付の北京市共産党委員会が党中央に提出した報告書
では、 「抗米援朝」運動が展開された 、反米感情 高まりが見られたなか、 「商工業経営者の態度は、今もなお冷
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淡であり、一般的に、戦争を恐れていると言える。わずかに少数の進歩的分子のみが積極的に朝鮮支援を行うべきと表明したに過ぎない」とされた
（４）
。その背景に「親米」と「恐米」感情があり、同委員会が一週間後の一二日に党
中央に提出された報告書においても指摘された。それによれば、 キャンペインが展開されたなか、 「一部の市民には、第三次世界大戦を恐れたり、アメリカの飛行機と原子爆弾を恐 たり、従軍に動員されるのを恐れたり、さまざまな不安を抱いている。とくに大学教授や商工業者
0
（傍点陳）の間では、数多くの人が親米恐米の心理をもち、抗米
援朝の軍事行動に面従腹背する現象が見られた。
」
（５）
　
商工業者にみられた戦争を忌避する傾向は、中央政府政務院交際処からの情報によっても裏付けられた。それに
よれば、北京 「商工業者の間では、朝鮮における戦争が一定の不安を惹き起こし 。 れらの戦争に対する関心は、近日来の新聞記事における激しい論調 よって一層強められた。かれらの普段の発言から、戦争を欲せず、戦争を恐れる気持ちが観測された。そ 関心 アメリカの原爆が らし ねない破壊や、戦争の勃発 よって苦しい生活を強いられる状態が長引きかねな ことにあった。そのた 、発言 中で、 〔抗米運動の論調に合わせて〕米帝を憎むことは語るが 戦争そのものについては異な 観方をもっていた。商工業者の場合、一般に言えば、そのような感情が見ら た。アメリカを憎みながらも、戦争は望まなかった。ある者が次のように語った。景気が上向いてわずか半年しか経っていないのに、また戦争とは。 （ネオンを指して）街路を飾るカラフルなものを取り付けたばかりで、みんな静 に商売に打 込もうとしていたところだった！
」
（６）
　
国際環境の悪化を憂慮する観点から対米軍事衝突を捉えた意見は、かつて船舶業の民生実業公司に関わり、当時
北京に居住して た周善培にみられた。民生実業 経営陣 加わっていた関係から周と親しかっ 何北衡が一一月一五日に語ったところに れば、周は次のよう 事態を憂慮していた。
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　「一、アメリカは言われるほど悪くない。好戦的な者を除けば、中国には友好的である。二、新中国が建設の道を歩み始めたばかりで、戦争に急ぐ理由が分からない。三、国境線の外にある朝鮮に出て戦うと、国際社会から好戦的と見られる恐れはないか。四、アメリカが戦争を拡大したら 沿海部はもたないのではないか。五 対英国、印度外交にはまだ努力する余地があるはずだ。六、台湾問題の解決が先ではないか。七、本当にアメリカに勝てるか。八、必要なときにソ連は、大規模に援助してくれるのか。
」
（７）
　　
その意見にはアメリカに対する深い親近感と強い畏怖 念 観測されたが、逆に同盟国のソ連には不信感があっ
た。それのみならず、経済建設の観点からみても、対米戦争によって影響を受けかねず望ましくなかった。そして戦争に巻き込まれ いようにするには、あくまでも国際社会における外交努力が必要だと考えられた。それを語った何も、実は一時的に滞在していた香港から逡巡の末、六月に帰国したばかりで、少なくとも対米戦争の回避との点においては、周の見解を紹介する形をとりながら、みずからの意見を語っていたように思われる。　
戦争への憂慮は、北京周辺の河北省の商工業者の間でも観測された。新華社河北支社の一一月一九日付通信に
よれば、商工業者は 商売が影響されることを恐れた。省都であった保定市の商工業者は、 「よく言 ように商人は国事に口を出さない」と語り、運動に冷淡であっ それまで新政権に距離 と 商人は、 「誰が来ても 売をするのが同じだ。日本人 来たときで ら同じだったのではない 」と語った。一方、ある搾油会社の社長は、 「世界大戦は起きそうだ。われわれは生産活動 専念し、税金を多く納めて前線 支援すべきだ」と語り、新政権に積極的に近づく姿勢 みせた。しかしそれは、む ろ「個別的 事例であった
（８）
と報告された。商工業者
にみられた「われ関せず」の態度は、当時の環境 なかで彼らにでき 精一杯 避戦・反戦の表現であっ ように
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思われる。　
一一月における保定の商工業者の具体的な動向は、華北総支社の一二月二二日付の通信記事で報告された。それ
によれば、抗米援朝運動以来、政権の宣伝を受けて「大部分は正常な経営活動の従事を保ち続けたが、一部の商工業者 は正しくない考えと行動がみられた。 」具体的に言うと、大部分の流通業者は戦争になると必ず物価が騰がるであろうと認識して た そのことか 、大量に買い溜めして売惜しみ、甚だしい場合は販売停止する業者も現れた。大手業者には投機的な が強くあった。そのうち、 「危機に便乗 て一儲け ようとし、国営企業の統制リストに上がった商品を選んで手を尽くしてそれを買いあさって 込む者が一 いた。例えば、石炭、石油、綿糸等が対象となり、 一日の間 五、 六百もの人が争って買い煽った。他人の営業免許を使って公司から灯油を購入し、転売して一バレル当たり二万六〇〇〇元の利益を上げた者がい ま 、利益を得ようとし が、それまでの経験から政府の対応措置を恐れて実行 躊躇した者もいた。つまり 前年度に洪水被害が深刻であっ ため、今年必ず食糧価格が上がると見込ん 投機したが、ふたを開けると食糧価格は騰がるどころか下 って ま という教訓であった。さらに商人のうち、 「時事に無関心で誰が政権を ってもそれに税金を払えばいい い 態度を る者もいた
（９）
。 」
　
その後、省当局の宣伝が、中国にとっての朝鮮の重要性や対米敵愾心の醸成に焦点を当ててすすめられた。省内
の主要都市である保定、唐山、石家荘、秦皇島で 定 成果を得られたようであったが、それでも相変わらず存在した思想上の問題として 一二月一五日付の新華社華北総支社通信 次のように指摘された。アメリカを恐れ、戦争を恐れる感情は、 「非常に多くの者の間で共有され、…… りわけ
商工業者0
や一般市民にはその傾向が最も深
刻に見られた。 」商工業者は「戦争によって生産や商売が出来なくなるのを恐 」のである
）（1
（
。
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このような避戦感情と同時に対米親近感があった。 「一部の高級管理職員や資本家は、アメリカに幻想を抱き、
根深い親米感情をもっている。 」彼らは、 「これまでアメリカは常に平和を唱え、遅れた民族を支援し、他国を侵略しない〝道義の国〟であり、 米軍は国連軍部隊の一員で〝節度ある〟行動をとって鴨緑江の朝鮮側に踏みとどまり、中国を爆撃しないであろう。仮に不測の事態が起きたとしても、きっと〝何らかのやむを得ない事情によるもの〟 」と捉えた
）（（
（
。列強によって中国が半植民地にされていたなか、民族自決を唱えたウィルソン主義や日中戦争以降の米
国の対中援助 受けた経験から流露したものである。　
同様の経験から、経営難に陥った開灤炭鉱のある高級職員は、 「第三次世界大戦が起きても悪くない。何故なら、
そうなれば米英がやってくるので、開灤の抱えている困難も解決され、またメリケン粉を食べ れるようになる」と語った。この発言からは、単なる親米感情にとどまらず、それまでの政権の「統
ガバナンス
治能力」に関する問題が鋭く提
起されたよ にも読み取れる。こうし 権力への不信感と生活第一主義とも言える感覚は 商工業者や市民 なかで広く観測され 彼等 間で、 「いずれにしても役務の提供や税金を納めなければならないから、どの政権でもいいじゃないか」 、 「技術さえ持って れば、誰がやってきても食うに 困ら い」 、 誰が治めても、学校に行かなければならないし、読み書きする能力は必要だ」と語られた。そ 文脈で、 「何でしたら 譲っ やればいい。 〔鴨緑江付近の米機による爆撃について〕爆撃されたとしても、 世界大戦よ は増しだ」というある商人
0
の発言や、 「領
土を割譲し賠償して〝和平〟を獲得する」との意見があった
）（1
（
。
　
この商人の領土割譲・賠償による平和論について、中国人には近代的国家観念が薄かったことやアヘン戦争以降
の列強に対する一連の敗北とそれに伴う領土割譲・賠償の歴史にその理由を求められがち あるが、近代的国家観念が強く対外戦争において不敗を「誇り」とされていた戦前戦中の日本人の間で 、同様の議論があった。盧溝橋
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事変直後の一九三七年八月一〇日に、兵庫県久下村の青年団長・同村消防小頭の村上発司が、村役場で開催された各種団長会議 席上で次のように語った。 「日本は今干戈を交へて居るが此事変は今日本に取っては大変不利である為に九州の半分位支那に
割譲0
するも事変を中止するが得策である。 」さらに「皇軍将兵が戦死の場合天皇陛下万
歳と唱へ花と散ったと新聞紙上に掲載して居るが実際問題としては、そんな事を云ふ者はない、夫れよりお父さんお母さんと云って死ぬのが本当であろう」とも 村上の最大の関心が「国家」よりも「人間」にあったことはあきらかである
）（1
（
。
　
河北の西隣にあったチャハル省の商工業者の反応は、華北総支社の一二月一五日付の通信記事で報告された。そ
れによれば、 「比較的わが方に近い立場をとる商工業者……は、総じて言えば、米帝の暴虐を非難し、朝鮮戦争について〝放置するわけには行かない〟という政策に賛成した。しかし自信は不足し 敵側 攻撃性に怯み とくに空爆による破壊を恐れ、姑息な平和を貪って遷延する傾向がみられた。たとえば、張家口市の中華大薬局の支配人を務めた王万春が、朝鮮問題を〝放置するわけには行かないかも れないが タイミングをみる必要もあるのではないか〟と語った。 」普通の商工業者の間では、 政府 朝鮮派兵に「困惑と狼狽し」平和を希求する傾向が見られた。その平和は「姑息で目先の安逸を貪る〝平和〟 」と通信で 表現された。その続きに「人が我を侵さなければ、我も人を犯さないこ を彼らが主張した」との主張も紹介された
）（1
（
。このことから、政府が進めていた「海外派兵」に
よる実力行使だけがいわゆる恒久的かつ「積極的な平和 、それ以外の平和論が全て消極的なものに分類されていたことは分かる。　
みずからの主張が受け入れられないなか、 例えば、 「張家口市の徳意茂の支配人は従業員中の党員団員に対し〝今
は私に言論の自由がないから黙っておく。そのうち言わせてもらう〟と述べて脅し、同時 アメリカの武器の強力
一七〇
さを大いに宣伝して敗北主義を煽った。 」大抵の商工業者は「政権交代」を予想し、人民元による貯金を嫌って商品の買い溜めを進めて大儲けしようと準備に着手した
）（1
（
。このような投機的行動は、河北の西隣にある山西省でも観
測された。新華社一一月一八日付の太原発通信 よれば、同地の商人は、朝鮮半島における戦況が逼迫し中国の派兵が伝えられると、 「 〝いま在庫を確保しておけば、開戦後は大儲けになる〟と算盤を弾いた。 」その結果、一ヶ月ほどの間、太原市の二五種類の物資の価格は平均的に約一〇％上昇した
）（1
（
。
　
２、上海の周辺
　
南京では、南京市共産党委員会の一一月一四日付通信によれば、抗米援朝に対する商工業界の反応は、以下の通
りであった。まず、朝鮮へ 海外派兵には消極的であった。中南銀行の支配人は 「中国にとって参戦は、いいことにはならない これほど海岸線 長いことから、アメリカが上陸しようとすれば、いつでも可能だ。中共 そのうちアメリカが奔命に疲れてくるだろうと述べているが、奔命に疲れることになるのは、むしろ解放軍の方になるのではなかろうか」と語った。また、 「大戦は米ソ間の問題で、それぞ 原子爆弾をもって るから何 かなるだろうが、ひどい目に遭うのは、わ われ中国の方だ。いずれにしも わ わ 銀行業はもうお仕舞だ。戦争 なれば、全滅になる」と悲観した
）（1
（
。
　
そのうえ、その支配人は、 「上等じゃないか」と付け加えた。いささか諦観を表したようにも見受けられるが、
一般論では、開戦を商機として逆手に取るという語意もその言葉にな わけではない。現に戦争商機説との観点から、戦争を積極的に捉えた者がいたことも事実である。たとえば、広西省南寧市商会の会長を務め、大資本 擁し
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た頼寿銘が、 その一人であった。頼は、 「アメリカとの開戦を最も強硬に主張し」 、 米中の軍事衝突が伝えられた「ここ数日は人に会うとそれを鼓吹した。 」頼の強硬論の背景にあったのは、政権 迎合する狙いがあったかどうか定かではないが、当時 「頼老はこれまで戦争で肥らされたからね」と語られていた
）（1
（
。
　
しかし、この中南銀行支配人の場合は事情が異なった。ある投機商人が、 「戦争になったら、われわれの商売は
やりやすくなる」という理由から、同じく「上等だ」と述べたが、それに対しこの支配人は、 「目を眩ますな。そんな甘いことを中共がさせてくれる 思うな」と即座に否定した。こ ことから、こ 支配人の発言の真意は商機の増加にあったのではなかったこと 分かる。かれは 「本当に戦争になっ ら、 一五、 六歳の子供まで兵隊にとられ、家族も前線への支援活動に動員 れる」と語り 戦争のもたらす被害は経済にとどまらず むしろ人命や家族を含む市民生活全般 及ぶも だということを危惧した
）（1
（
のである。
　
この支配人の「上等じゃない 」との発言の続きに、 「アメリカが東北地域と山海関以南との往来を切断さえす
れば、毛沢東はチトーに るであろう」とも語った。その絶望の かに託された微かな 希望」の方向は読み取れる。チトーという米ソから中立した第三の道につなが ような局面を望んだのは、他にもいた。この問題に関して商工業者の間でさまざまな議論が交わされたが、 た えば次のような意見があっ 「毛主席にもう少し智恵があったら、 なるべく中立を宣言しておくべきだった。戦争自体 米ソに委ね われわれは実力の温存に徹すべきだ」 、 「中国は朝鮮に派兵すべき はない。派兵したら、わが方から先に手を出すことにならないのか。軍事行動からは、何も利益が得 れ い アメリカは北極圏 西欧 東アジア 至るまでかねてから対ソ包囲網を形成してき 。中共はソ連に利用さ た
）11
（
。 」
　
戦争の帰趨については、国民党の「青天白日旗が戻ってくることは間違いないだろう」として、アメリカ側の勝
一七二
利が見込まれた。ただ、 「蒋本人が復帰するとは限らない」 と予想された。何故なら、 「アメリカは蒋介石を信用せず、李宗仁か白発奎を立てて帰還させるであろう」という認識が背景にあったのである。これと自己らとの関係については、 「戦争になっても自分たちとは無関係だ。誰が来ても生活していくことには変わりがない」と語られ、ときの政権と距離を置く姿勢がみられた。同じ理由から、 「多くの同業協会の責任者は辞意を示し」 、 「上海銀行の支配人は仮病を使って在宅療養し、すべ の会議に代理 を遣わした。 」南京市絹織物同業協会の主任委員を務めた黄希仁は、商工業界の「座談会で意気軒昂と発言したにも かわらず」 、記者から個別に時事問題に関する取材の機会を求められると、ただ 考えておくと応え にとどまり」 、態度表明に慎重であった
）1（
（
。
　
米軍の勝利を予期した商工業者は無錫市にもいた。有力な米穀商であり当時、無錫食糧同業公会の副主任委員
を務めた趙章吉が、 「共産党はもうもたない。アメリカ人は攻めてくると思う 私的に友人 語 と言われる
）11
（
。
それにとどまらず、無錫と松江の商工業界の示した具体的な反応 、 『蘇南日報』一一月一一日付 通信で次 ように報告された。 「大抵、表面上は時事に無関心で商売に専念するこ を装うが、多くの不安を抱えていたのが実であり、明確な態度表明は行わない。幹部から時事問題を話題に出された時は、 〝米帝は張子 虎だ〟と美辞麗句を並べて恭しく合わせるが、私的な場面では異なることを語 た。投機的な商人の場合は、市場が混乱すればそれに乗じて暴利を貪る機会が増えるた むしろデマが広まるのを望んだ。 」 「 間で 戦争下の商売が困難となるとの予測から人民元に対する信任が低く り、金 闇取引がますます日常茶飯事 なり、買い溜めして売り惜しむ現象が現れた。 」一方、工業資本家は 本来「経営 拡大や、内戦 止まっ い 生産の再開を考えてい が、不穏のデマを受け、戦争の勃発により資本回収 困難となるのを予測し、老朽化し 機械等の設備の更新に消極的になり、工場への投資を控え、むしろ銀行や個人を相手に貸し付けるのを好んだ。 」そうし なかで、 「 〝米軍はま
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だわが国の国境内に侵入していない現在の段階で派兵したら、 〝戦犯〟とされることにならないか〟と不安を覚えた者もいた」と報告された
）11
（
。
　
戦争の影響は、同じ江蘇省南部にある蘇州市の商工業界にも現れた。まず金融関係では、一一月一一日から金融
引き締めが始められ、 「全市で三〇億元もの銀行融資の回収が試みられた。 」これは書き入れ時の秋季に大きく事業を展開しようとして 商工業界当初の予定と大きく乖離した環境であっ 。商工業者は銀行に対し、 「これまで銀行さんは、商工業を助けるために大量 融資 くれると言っていたのに、今となっては撤回した」と抗議し、政府の政策に変化が多いと不満を漏らし、次 また新しい措置がとられるのではないかと疑念をもった。現に、政府が食糧 買付けを停止し、その分の財政支出を減らした。同時に、未納分の税金につ ては、八〇億元の回収目標が設定されたうえ、納付督促を強化し 、 場における金融逼迫 一層強まった。 「商工業者 今年の三、 四月の状態に逆戻りするので ないか 危惧 、 不満の声が高まっ 」現地のある百貨店を例にすると、 「抗米援朝」運動開始前の「一一月二日 売上額は七七〇〇万元あったが、一一日の 引き締めを受けて、一七〇〇万元に下がり、一三日には七四〇万元となった。 」それらを「一大変局の前兆」として捉えた点では、商工業者の広く共通した認識であった
）11
（
。
　
衣食、燃料等に関して具体的にみれば、食糧は供給過多で、市場にあった二五万キロの供給に対しその半分し
か購入されなかった。民間業者が食糧の購 に興味を示さず、さ に購買を停止し ため、 「食糧価格は暴落し、今後さらに下がることが予想された。 」綿糸 場合は、 「管理対象とさ 後 闇市で 価格が公定のそれより一万一〇〇〇元よりも高かった。 」綿糸製造業者のうち 通達に従わず、売るつもりがないにもかかわらず、故意に高値を掲げて市況を釣り上げ 者がい 一方、綿糸の需要側の多くは、政府から公定価格 綿糸供給を多く受
一七四
けるため、 算定基準となる稼働時間や生産能力、 製品の種類等をそれぞれ実際より多く申告し、 水増しの手法をとった。 石炭の供給に至っては、 より状況が深刻であった。 一一月末現在、 「蘇州市の石炭備蓄はわずか一ヶ月分しかなく、その内訳は、官民それぞれ二千トンと一万トンであった。業者は、国営会社から一トンあたり二十五元で購入した石炭を、現在三六万元の価格でも売惜しんだ
）11
（
。 」蘇州市の商工業者の心理の一端はうかがわれる。
　
その南の浙江省の商工業者の反応もそれに類似した。 『浙江日報』の一一月六日付通信によれば、 「一般に言えば、
商工業者の間では、強力な兵器を持つ米国が崇拝され、病的と言えるほどアメリカが恐れられた。アメリカの軍事力が強いと認識され 仁川上陸後に立て続けに漢城、平壌が陥落したことから、米帝が張子の虎に非ず、と考えられた。また、さきにあった二度にわ る世界大戦 アメリカが出兵すれば勝利し こともあり、わが方がそれ 開戦したら、どう見ても損することに決まっていると考えられた。 」このような米側の実力 強大さに対する認識とともに、対米親近感も観測された。記事 よれば、 「一部の商工業者は、アメリカは日本軍のように凶暴ではなく、中国に対して少なからぬ〝援助〟をしてくれた。共産党がソ連 一辺倒する政策を るのは分かるが それ しても、口で呼びかけ りしてまでアメリカ 刺激する必要はなかったのではないか と考えられた。
）11
（
」
　
同地の商工業者の関心の的は、朝鮮問題を「放置するわけには行かない」という周恩来の声明にあった。具体的
に言うと、 「一体、どのように
関リー
与
するのか。どの程度まで関与するのか。交戦となった場合、どこまで戦闘範囲
となるのか。朝鮮半島か東北地域、または華北地域に限定するのか。それとも全国、ひいて 全世界にまで広がるのか」というこ にあった。端的に言えば、戦争に巻き込まれることが懸念されたのである。事実 新政権の発行した「人民元の寿命が長くないことが心配され 銀行の預貯金の額は大幅に減少し、かわりに綿糸の買占めに使われた。かつて投機で利鞘を稼いで た者 多くは、アメリカや蒋介石の復帰が〝それほど悪いこ ではない〟
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えていたが、より多くの者は、必ずしもアメリカや蒋介石を歓迎するわけではなく、むしろ戦争が延び、生活が苦しくなり、商売が出来な なるのを心配 ている」と報告された
）11
（
。この記事は一一月六日付になっているが、各党
派の「抗米援朝」運動に関する共同宣言が発表され 一一月五日以前の段階にお る商工業者の反応をまとめたものと思われる。　
四日後の同紙の記事に続報があった。 それによれば、 杭州市の商工業者のほとんどが、 仮に戦争が勃発した場合 「最
後の勝利はわが方に属することは間違い しと信じている」が、他方「大抵の者は、戦争がもたらす苦難と長期性を懸念している」と報告された。数名の商工業者 発言はそこで紹介され、 大まかに言えば二種類あった。一つは、アメリカの実力を評価し、親米的な感情をもつ立場からの発 であった。たとえば、商人の汪某は、 「いまソ連にしても東側陣営 他の国々にしても、打つ手 ない。ソ連はアメリカの飛行機によって自らの空港が爆撃されたにもかかわらず、中国と同じよう 我慢せざ を得なかった。このことから、東側陣営の力はアメリカに敵わないことが分 る」と語った
）11
（
。
　
二つは、共産党や
同ソレン
盟国
に対する不信感を示す観点から行われた発言であった。たとえば、旧政権関係者で商
業を営む王某は、 「共産党は実にあの手この手を使っ るな。朝鮮半島でアメリカに撃ち破ら たかと思いきや、方針を変えてベトナムでこ を起こしている」 語った。それと関連して、 「ソ連という国も善玉とは言 ない。いまだに旅〔順〕大〔連〕を占領して には返してくれない」 「朝鮮半島は アメリカが相互 奪い合う場所で、いま米ソそれぞれの植民地となっ いる」と う発言があり 「少数の投機的な商人や保守的な経営者はアメリカ人が戻ってくるのを望んだ」と報告され
）11
（
。
一七六
　
３、大後背地
　
漢口と大冶の商工業者は、 『長江日報』の通信記事によれば、 「戦争を恐れ、アメリカを畏怖する感情が強かった。
主な理由は、アメリカの武器が強力で、原爆をもっているとの認識にあった。ある商人は、 〝これまで国民党を追い出すために前線を支援することに協 したが、いま抗米援朝のために前線を支援しろと言われても、その気にはならない〟と語った。商売できなくなるのを恐れたり、戦争増税となって同年度に第二次の公債発行につながるのでは いかと疑念をもったりして、理由はさまざまであった。しかも、抗日戦争後アメリカが中国に多くの救援物資を与えてきたのに、何故アメリカを敵視し ければならないのかと述べて米帝に幻想を抱いた商工業者も数多くいた
）11
（
」と報告された。
　「かれらの実感からすれば、中国にアメリカがいた頃はまだ商売しやすく、いまほど規制は多くなかった。戦争となれば、貸付停止や金融逼迫で運転資金が不足となり、必ず商工業に困難を及ぼすであろうと考えられた。志願部隊が朝鮮に渡った後、市場で棉花と綿糸 対する買占め現象が起きた。商工業者のうち、営業活動 消極的になり始めた者が現れた。小規模な商工事業者 不動産所有者のうち 都会に残っても戦争のため商売できなくなり、かといって田舎に帰っても土地改革によって土地家屋が没収されたことから、慌てふ めいた者が一部いた。
）1（
（
」
　
同記事では、その地域の有力な商工業者を含む「民主人士」の逡巡した対応が報告された。それによれば、民主
人士は「総じて言えば、戦争 な てもならなくても、団結しなければならず できるだけ朝鮮を支援するようにすべきだと主張し いる。しかし一部の民主人士は、会議における発言と知人向けの発言 家での発言と三種三様にしている。会議で抗米援朝への支持を語 おき がら、家 帰ったら夫人には、情況 緊迫し いるから、被
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害に遭わないようにするために、貴重品を締まっておきなさいと語った。一部の者は、都会では不安なので、将来田舎に移住する準備として、先に現場での体験学習と称して田舎に行くことを申し出た。
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」
　
洞庭湖を挟んだ湖南省では、新華社湖南支社の通信記事によれば、 「商人は通常自らの考えを明確にすることを
嫌い、表面上は〝どちらでもいい〟という態度を見せているが、実際は恐怖感に襲われた。長沙市で水路運航業を経営していた胡某が、すでに人を雇っ 邸宅の敷地内に防空壕を作らせた。各小売店では、掛け勘定による販売を中止させ、顧客に債務の完済を催促することに勤しんだ。商 の買占めを急ぐ商人が多 、そ によって長沙市の物価が不安定となり、銀貨 闇市価格は一枚あたり一万八〇〇〇元に達した。そうしたなかで 店員の考えも混乱を極めた。一部の店員によれば、 〝東北地域には米軍がとっくに侵入し、ベトナム方面からもフランス軍が広西に攻め入った。わが軍はすで 海南島から退却し、蒋介石 はまもなく戻ってくるだろう〟と語 れた。
）11
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」
　
当時、アメリカの次の標的は中国だというのが、政権側の動員宣伝であった。つまり、町内にある隣家に火事が
起きた場合、消火に協力しなければ我が家にまで延焼すると う論法であった それ 異 唱えたかのように、商人のうち、中国と朝鮮を切り離して朝鮮戦争を捉え 「アメリカと朝鮮とが戦 ているが 中国には戦火が及ばないだろう」と語った者がい その話者は、 「世界戦争になるといけない。われわれ新中国には数年間ほど建設の時間が欲しい
り
）11
（
、町内火事に対する互助の論理に対して、 「自衛」のための戦争がより大きな戦争の導火線
になりかねないという戦争の論理に着目したのである。ただ、同時に「いま平和を望む東側陣営の力 大きく、帝国主義の侵略を恐れず、最終的な勝利は人民に属する」とも語った
）11
（
。これは政権の主張に合わせた「無難な」意見
とも読み取れるが、この話者の発言 続き 報告されたある管理職と思われる店員の発言と併せて読むと、同盟関係に対する認識に関連して るよ に思われ、興味深い。
一七八
　
つまりその店員は、 「戦争となった場合、わが方がアメリカに勝てるわけはない。しかし東側陣営には最終的な
勝利が訪れるだろう」と語った。この店員の発言の前半部分に注釈をつけたかのように、省各界代表者会議の代表であり広大紡績染色会社の鄧済美による批評が報告されている。それによれば、 「商工業界では、 戦争はお金の戦い、資源の戦いだと考え 者がおり、かれらはアメリカにお金があること ばかり視線を注ぎ込み、アメリカが強いと思い込ん いる」 指摘された。他方、前述の店員の発言の後半部分と共通している観方を一部の商人がもっていた。それによれば、 「米国は飛行機がソ連の領空侵犯をした際、すぐさま謝ったが、わが国の領空を何回も侵犯していながら中国には謝らない。中国はアメリカ 眼中にないからだ」と語られた
）11
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。起きかねない世界大戦の結果の
予測にあ り、弱い中国と強いソ連とを区別して捉えられた。そこには 参戦しても利益を得るのが同盟国のソ連であり、被害を蒙るのは だけ いう認識、言い換 ば、同盟国のための海外派兵に対する批判 込められたの る。　
対米戦争への批判の背景には、こうした実力の差や同盟関係についての認識に加え、商工業者の政治的立場も
あった。それは、 「平素、 公私の関係や税収等に不満をもつ一部の商人 待っていたかのように〝世の乱れ〟を望み、金持ちは相変わらず かつ のような 生活を暮らしたがる」と商工業者を批評した鄧済美 発言から 、うかがわれる。事実、朝鮮戦争をみ 「一部の商人は内心喜び、 〝今年中に〔国民党が〕来られないのかね〟と相互語り合った。 」またある経営者は、 「お前たち 勝手気まま 労働組合をやってい ばい 。そ うちに首が飛ぶぞ」と一般店員を脅したのである
）11
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。
　
しかし中小企業主の場合は通常、鄧済美によれば、 「戦争を欲しなかった。何故なら、嫌になるほど戦争からの
苦難を味わわされてき からであっ 。 」現に 湖南の経済活動 環境一つだけをとっても、緊迫した朝鮮戦争の
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影響を受けて厳しくなった。長沙市商工業の秋季納税評定会議の責任者の一人が税収との関連で語ったところが、如実にそれを表している。それによれば、 「最近、国際情勢が緊張し、上海では金融逼迫の状況が起きた。そのため長沙市も逼迫するようになった。……秋季の税収目標額が夏季より高く設定されていることもあり、商工業界の運転資金が欠乏したら、 国庫への納入は影響を受けかねない」 と語られた。そうしたなかで 「事業展開に慎重になった商工業者もあらわれ 。
）11
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」
　
情報が錯綜するなか、自らの商業ネットワークと思われるルートから情報を入手し、それを駆使して見解をもっ
た商人もいた。小規模ながら流通業を営む劉某が、その一人であった。 「東北地域からの情報では、同地に大軍が集結し、 戦争状態に入った。各工場も疎開の指示を受け、 農村地帯に移転した。鞍山製鉄所は黒龍江省のジャームースーに移転するそうだ 」それら 基づいて、劉は朝鮮戦争 行方について、 いま北朝鮮は敗退したが まだ数多くのゲリラ部隊が残っている。アメリカは北朝鮮のゲリラを掃討してから な と 他の問題に取 かかれない。その意味で、差しあたっては米中間に衝突 起きないであろう」との見解をもった
）11
（
。これは、海外派兵して即時に
軍事的関与を主張してい 政権とは異なり、関与を「先
ホァンリー
送り」するという避戦の主張に近いものであった。一一月
に入っても、湖南の商工業者の間で対 軍事衝突の回避が望まれていたこ は読み取れる。　
対米戦争や世界大戦を避けたい感情には、後背地も前線もなかった。ハルピン市の商工業者では、 「戦争の性格
に関心がなく、戦争に派兵すること自体が悪いことと認識され、中国から 派兵が世界大戦につながると考えられた。ハルピン 満州南部から工場と人員が疎開してきたことについては、空爆 標的となるものが数多く遷ってきたこととして受け止められた。 物資の欠乏や物価の上昇が恐れら た。 鉄道輸送用の貨物車両が不足したこともあって、 金の購入と物資の買い溜めは広く行われた。実際、 食糧や石炭の価格高騰 ど市場における物価変動が起き 」
一八〇
一〇月末から派兵が行われた一一月初めまでの物価は、 「九月のそれより一〇％上がった。
）11
（
」
　
一方、広西省南寧市の商工業者の間では、抗米援朝という「重大なニュースは戦争をもたらすもので、第三次世
界大戦が引き起こされるであろう」 という認識が共有されていた。 ある商人が、 『広西日報』 社主催の読者座談会で 「一部の者は悲観的になり、活動するにも元気が出ない」と発言したが その理由はいくつかあった。つまり、アメリカには資金が豊富で原爆をもっており、しかも多国籍軍を率いて「威勢がよく、それと戦うのは損になる」と考えられ、また「戦争そのものも恐れ れていた。
）1（
（
」ハルピンは朝鮮に近かったが、遠くはなれた広西省も、緊張状態
が高まりつつあったベトナム 隣接し、随時に「前線」になりうる 考えられたのであった。　二、天津　　
一一月初旬、米中軍事衝突の報が伝わると、天津市の商工業界は、パニック状態に陥った。商工業者は八日に、
銀行等金融機関に殺到し、取 付け騒ぎを起こした。 『天津日報』の同月一一日付通信によれば、 「民間の銀行や両チェンゾァン
替所などの金融機関に預金をもつ商工業者および個人のうち、とりわけ商人は、例えば上海銀行の朱継珊や謙義
銭荘の李墨
薌
が語ったように、 〝政府は現在公的な金融機関の預貯金を凍結したが、いつ民間の金融機関にある私
的な預貯金を凍結してもおかしくない〟との不安が強く、続々と預貯金を引き出し 」取り付け騒ぎが起きた理由として、 「人民銀行本部から預金封鎖の緊急措置に関する通達を受けた 市人民銀行が充分な説明をせずにそれを実施 たから」と記事で説明された。しかし預金封鎖の説明が行われたとしても、騒ぎを鎮めることはできなかったであろう。というのは、同日の新聞紙上で「朝鮮北部某地発七日電」で「新義州ラジオ局の放送」からの引
中国商工業者と朝鮮戦争
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–
二）
　　　
一八一
用との形でありながら、中国の志願部隊が米韓軍と実際に交戦したと報じられたからであった
）11
（
。一大事変と広く受
け止められ、翌日の「八日に民間 金融機関から一〇〇億元以上の預貯金が引き出された。そのうち、銀行からの分は九〇億元を占め、手形交換後の民間 の支払い差額は八〇億元余りとなった。その結果、民間の金融機関の経営は数ヶ月来初 て 危機状態に陥った。さいわいに人民銀行から 融資があって、ようやく当日の取り付けを乗り切った。九日には一服するよう なったが、手形交換後の 、相変わらず大きかっ 。民間の金融機関は八日から貸付業務を一切中止し、預金の引出にはどうにか対応できた。
）11
（
」
　
金融逼迫の状況のなかで、闇金融の利率が高まった。金融が緩和されていた状況では、百元当たりわずか四、 五
元～七、 八元の間で動いていたが、それと異 り八日以降 「数日間は、商人の間で相互に資金を融通し合う場合、よくて六、 七元となり、高利貸しの場合は八～一〇元に達している。しかも人民銀行から借りた小額の貸付を他人に又貸しして利益を得る例も発覚し 」と報告された。人民銀行でプレミアム貯蓄証券が販売されて以来、将来の取引の円滑化を視野に付き合いで一部の貯蓄証券 購入 た業者もいたが、謳われるような「元利保証もいいかもしれないが、証券では食
バンズミャン
糧が買えない」と述べて、とくに非常時下の人民銀行を信用せず、購入を拒否した業者も
いた
）11
（
。
　
一方、金融機関から引き出された資本は、統制された商品の買占めに向った。 『天津日報』の一一月一三日付の
記事によれば、天津市政府が綿糸および石油について統制を実施するようになって以降、 「綿糸は闇市で取引されるようになった。 」綿糸流通業者から 次のような苦情が上がっ 。 「一年あま 景気が悪かったが、ようやくこの二ヵ月間くらい上向き たかと思いきや、突如、政府から取引禁止の通達が来た。われわれには失業の道 残っていない」 、 「休業するなら早期 行うに越したことは 。でなければ、営業日を 日単位で計算され徴集される
一八二
商工業税が上がるだけになる。うっかり二期目の公債発行期と重なれば、割り当てられた公債購入分を消化しなければ、休 しようにも許してもらえない もしれない。しかも休業によって従業員を解雇するのも簡単ではない。
）11
（
」
このように綿糸の統制そのもの 不満が示された。　
統制の実施方法に対しても批判的な意見があった。たとえば、当時、天津市では北京と異なって綿糸の販売に統
制が敷かれていたが、 「不公平だ」と指摘された。かれらの意見によれば、 「数日前に 天津の二〇番手 綿糸を東北地域に輸出されるの 禁止された 、北京では禁止されない 業者によっては、一旦、綿糸を から北京に運び、その後、東北地域に転送する方法が講じられた。他の地域も同時に統制を導入しなければ意味はない」と語られた。一方、石油製品の統制も批判を招い 。例えば、伝統的 塩の生産地であった漢沽の塩商人の語ったところによ ば、 「われわれの場合、灯油やガソリン、潤滑油に対する政府の統制から影響 受けないが、重油の統制からは大きく影響を受ける。漢沽で塩を作るため、海水をポンプ 汲み上げるには毎日約一〇個分のドラム缶 重油が必要なので、制限されると 非常に不利だ。 」投機的な流通業者は綿糸や石油 売買が制限さ たため、転じてその余剰資金を紙煙草市場に投入したが、その結果 煙草の価格は、この二日間で大幅 上昇した。
）11
（
」開戦の報を
受けて、各業界に 混乱が生じた である。　
そのなかで、 商工業者は時事問題にどのような態度をとったのか。 『天津日報』 一一月一三日付通信記事によれば、
以下のとおりであった。天津仁立毛織工場社長の朱継聖は、 市商工業者連合会の常務委員会が開催される前に、 「アメリカがこちらに向って鴨緑江 越えなければ われわれも向こ 打って出る必要はないとずっと思っていた。いま考えてみれば、それは正しく いと考えるようになっ 政府が志願軍派遣の形で朝鮮支援を行ったこと 技術的にみてと もよかった。実質上、 それは人民解放軍だったが、 建前上は人民 自発的な志願 よ ものだ ら」
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と取材の記者に語った
）11
（
。朱は清華学校を経て一九一五年にウィスコンシン大学に留学し経済学修士号を取得した実
業家であり、この発言の半ば公的に行われたとの性格を考慮に入れれば、かれの真意は海外派兵を認めた発言の前半よりも後半、すなわち現状では米中国家間の全面戦争ではなく、 「志願部隊」の行動にとどまっていたことを評価する部分にあったように思われる。　
また中南銀行の支配人を務めた趙元方は、朝鮮における戦局の展開について三つのシナリオを予測した。①「人
民志願軍の参戦によって、アメリカ軍は困難を知って退く。②朝鮮戦争は持久戦に転じる。③アメリカ 不敵にも第三次世界大戦を起こす。 」その上、趙は、 「われわれとしては、第一のシナリオを望み、第三のシナリオを避け、できれば第二のシナリオとなるように努めるべきだ。たとえ第三次大戦になったとしても、そ を引き受けるの中国一国だけではない」と語り、さらに 「仮に国民党政権だった時代に、人民志願軍が朝鮮 参戦していることが公表されたら、市場は瞬時にして混乱に陥っていたであろうが、いまの天津の市場は非常に安定してい こことから、人民政府への信頼感が強まったと言える」と語った
）11
（
。
　
この趙の発言がどのような状況下で語られた かは明らかではないが、市場に関していえば、一一月一四日に公
布された「投機的商業活動の取り締まりに関する中央人民政府貿易部の数点の指示」をみれば、市場の秩序を乱す投機的行為として厳しく取り締まるべきと指示され い 。投機行為 は以下のものが含まれた。 「三、人民の生産または生活の必需品を買い溜めし、販売を拒否し、それによって物価の不安定を引起し当該地域人民の生産または生活に影響を及ぼしたもの。工場の場合 暴利を謀るべく製品の出荷を拒み原料を買い溜めして転売し それによって物価の不安定を招き、当該地域の人民 生産または生活に影響を与 たも 。四 空売買を 投機的に暴利を謀ろうとするもの。五、意図的に価格を上げて物資 買占めたり、または販売したりして、デマ 広めて人心
一八四
を刺激し、物価の不安定を引起したもの。
）11
（
」それらは、今後警戒すべき事柄であると同時に、すでに起きていた事
柄への対処方法でもあったろう。少なくとも、前述した金融市場に大混乱が生じたことは事実であった。それに照らし合わせれば、趙の発言の後半は、公的な性格が強いように思われるが、大戦より持久戦のシナリオに関する前半は希望的観測であったろう。　
他方、もっぱら本音を語った事例も報告された。つまり「落伍分子」とされた商人は、 「目先の利益にしか関心
がない」として、 「米英が我国を侵略し ことは事実だが、 米英の商人は われに対していくらか 〝誠意〟もあった。頤中煙草会社（
B
ritish and A
m
erican T
obacco C
om
pany ）や美孚会社（
Standard O
il C
om
pany ）等が商品を
卸し とき、 われわれに一定 利益を与えてくれ 。それと比べて今われわれの国営公司は商品を割り当てる き、米英の貿易会社が示したような配慮 してくれない」と不満を溢した。また ある経営者は、 「反米は抗日と違う。アメリカはわが国に対する明らか 侵略的事実が少 偽者だったと言われるかもしれないが むしろいくらかの仁義の心をもって接してくれ 。したがって、一部の市民には強い反米感情が見られず、今アメリカを心から敵視せよと言われて 、大きな困難が伴うことになろう」と語り、親米感情 示
）11
（
。
　
一部の経営者は、朝鮮戦争を徴兵の観点から捉えた。つまり「抗米援朝の志願兵の人数が日増しに増えたのを見
て、いつか自分も徴兵されるのでは いかと恐れたのである。
）1（
（
」また、戦争による増税への不安も強かった。一一
月二七日付の『天津日報』通信によれば、天津市の商人 間では 九五〇年度下半期の商工業税 徴収は年内に前倒しし 実施されるであろうことが噂された。前倒しの主 理由 一つは 「国際情勢が日増 に緊迫し、対米抗戦に備えるべく軍備を充実させるため」と言い伝えら
）11
（
。
　
では、戦争にはどれくらいお金がかかったのか。その一端を理解するのに、前年四月に行われた劉少奇 講演に
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一八五
あったくだりが参考になる。劉によれば、国共内戦における「天津攻略戦の例では、一発の八二ミリ迫撃砲の砲弾は中等レベルの生活水準の農家一年の総収入に相当し」 、 「一人の兵隊一年間の費用は、一〇〇―二〇〇元の銀貨がかかった。 」さらに、 「食糧の上納、兵役、人夫提供、前線に対する支援や後方における兵隊の留守家族への農作業支援等の負担があり、主に農家がそれを担わされた。 」農家に集中していた負担を分担するよう求めた劉のこの講演は、まさに天津の商工業者 向けて行われたのであった
）11
（
。
　
実際、翌年の一九五〇年の上半期に財政赤字を補填するために政府が公債を発行したが、都市部も対象に入れら
れた。中央政府政務院財政経済委員会主任の陳雲が一九五〇年一一月一五日に開催され 第二回全国財政会議で認めたように、一九五〇年度の上半期に商工業者 主体であった「民族資本」は すで 一〇億キロの粟の価値に相当する公債を購入させられ、 「大いに不満であった。 」そ でも陳雲は、迎える一九五一年の 財政経済の方針は、平和的に経済を回復することに置 れ 今年と全く異なっ 抗米援朝戦争に基づいて策定され、軍事費および軍事と関連する支出を増やし 同時に各種 収入 必然的に減少することとなり」 、対米戦争による経済的負担のさらなる増加をその会議で明言 た
）11
（
。天津の商工業者の抱いていた経済負担への懸念は、根拠のない憶測に由来したも
のではなかったのであ 。　
対米貿易関係の観点からアメリカの市場に期待を寄せた者が、 天津市の商工業者には多かった。戦争勃発後、 「ま
たアメリカと商売できるよう なって来た」と考えた者がいた。米軍の仁川上陸後、ある輸出入業者が、市の工商業聯合会の会議室に入るなり「みなさんにいいお知らせがある……」と語った
）11
（
。それらは、明らかに米軍の勝利お
よびそれによる中国の対ソ一辺倒政権が親米政権に取って代わられるのを予期し 発言であった。　
他方、一一月一四日に天津商工業者の「愛国公約」が制定され、三〇日に天津の代表的な実業家が参加した商工
一八六
業界の反米デモが行われ、毛沢東に高く評価され、全国各地の商工業者の手本とされた
）11
（
。デモの背景に挙げられる
ことの一つは、天津工商聯合会の秘書長を務めた王光英の存在であった。王は共産党中央ナンバー・ツーの劉少奇の義理の弟にあたり、 天津商工業界上層部における党中央の意思貫徹に大きな役割を果たした。 デモの企画に携わった王によれば、参加者は四万二九八九人と発表されたが、当時の天津にいた大手企業主から露天商や行商人、手工業者に至るまで全て動員したとしても三万 程度しかな 、残りは労働組合の協力によって加わった民間企業の従業員であった
）11
（
。背景にもう一つ挙げられるのは、天津の有力な実業家の李燭塵が、毛沢東と湖南省の同郷の誼で終
戦直後に重慶で行われた国共和平交渉の時から親交があった
）11
（
ということである。
　
それ以上に、天津市の主要な商工業者の分布を見る必要がある。革命前に、天津にはもっとも影響力のあった工
業財団は二つあり、久大塩業会社社長の李燭塵を代表とした北方化学工業財団と、啓新セメント会社社長の周叔弢を代表とした北洋工業財団 あった。それらを中心に「 業協会」 いう大企業のトップ経営者が参加し 親睦団体が結成され、毎週の水
サン
曜と金
ウー
曜のランチ・タイムに集まったことから「三五クラブ」とも呼ばれた。李は「重慶
時代に旧政協に参加し、国民党に不満な言論を口にしてい 。周も国民党に距離を保っていた。
）11
（
」
　
久大塩業の創業者の範旭東は、袁世凱の北洋政府の教育総長を務めた範源濂の弟であり、梁啓超司法総長や張弧
塩務署長からも出資者として支持を受け
た
）11
（
。天津経済界関係者の背景について、 「天津市資本家の背景」と題した新
華社天津支社の一二月二四日付の通信記事は より具体的に報告 る 第一、北洋政府の有力者にその発端を遡及できる 「官僚資本階級」 である。彼等は長い間、 天津商工 のなかで主要な地位を占めてきた。そ 企業のうち、啓新セメント会社、久安信託会社、唐山華新綿糸 場 耀華ガラス 場、丹華マッチ工場 綿糸工場、恒源綿糸工場、開灤炭鉱の一部関連会社 挙げら る。代表的な人物は、袁世凱政権の財政部総長を務めた周学熙の甥で
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啓新セメント会社社長の周叔弢や、袁世凱の六男で耀華ガラス会社、江南セメント株式有限会社を創設した袁心武、徐世昌総統の従兄弟で北洋政府交通次長等を歴任した後、不動産と医療・教育産業に手広く事業展開を行った徐世章、天津造幣工場副長を経て中国最大の兵器輸入商となった雍剣秋の息子の雍鼎臣、安徽督軍を務めた倪嗣沖の三男で丹華マッチ会社と天津利中製酸会社社長の倪叔平等であ 。 そ 経営代理人には、 久大塩業会社社長の李燭塵、恒源製糸会社代表取締役 邊潔清、華新製糸会社社長の労篤文、北洋綿糸会社社長の朱夢蘇等が挙げられ
た
）1（
（
。
　
第二、外国企業の代理を行った「買弁出身の資本家」である。彼らには「いまだに強い買弁意識があり、経営方
法においても資本主義化されたも が採用された。 」代表的人物には、東亜毛織物公司の宋棐卿、仁立実業公司の朱継聖、華甡進出口公司の畢鳴岐がいた。その外、日本降伏後に国民党有力者の進めていた接収に協力した官僚資本から、革命前に輸 入貿易業やその他の商工業に変身した資本家もいた、と報告された
）11
（
。
　
第三、 「地域性や封建的な性格が強い旧式の商工業資本家」であった。そのうちのほとんどが、地主を兼ねた二
重の身分をもっていた。その資本の多くは分散する傾向があった。代表的な人物には、寿豊小麦粉製造工場社長の孫氷如がおり、 れとその支持者によって形成 組織として 「三津製粉同業会」があった。天津の一三〇〇軒ある製粉会社はかつてその傘下 あった。そ 外、穀物卸売商の董暁軒、国薬の劉華圃、華陽煙草公司の楊健庵などが代表的人物に数えら た
）11
（
。
　
このような天津市の資本家には、同報告書によれば、政治的な特徴があった。つまり、北洋軍閥 勢力が消えた
後、 天津市の資本家は政治勢力を強化することによって自らの経済的利益の安定化を図ろうとした。 したが て、 「長年の習性として、誰が実力者になろうが、 れに擦り寄ることに汲々としてきた。例えば、日本降伏の直後 わ軍が一旦天津に事務所を設けたが、その際、資本家らは続々と来訪して智恵を提供してくれた。その後、国民党が
一八八
復帰し、かれらは掌を返したように国民党に身売りした。
）11
（
」さらに、同報告は次のように指摘した。
　「しかし、日本降伏後に国民党の四大家族の官僚資本は、それ以外の集団の参入を許すどころか、むしろそれを飲み込むような排他的な存在となった。そのため、 天津市の私営企業の資本家はそれに身売りしようにも出来なかった。そこで他の方法を考え、南開同窓会を政治活動集団とした張伯苓と深い関係を結んだ。かれらは工場における労働者の管理に、キリスト教と青年会を活用してきた。東亜企業公司や寿豊小麦粉製造公司がその事例であった。一九四八年初頭、国民党によって買い上げ政策が実施され、これらの資本家は絶望を感じ、中共の地下組織と再度、接触するようになった。現在、政治面において比較的に活躍している資本家は、かつて中共の資料収集に協力したり、天津を経由して解放区に赴く 幹部の宿泊のために自宅を提供 り、革命政権が成立する以前から中共の文献書類を少なからず読んだ経験があって 中共 政策を宣伝したりしてい したがって、 かれらは中国共産党との関係において、以前 験値があったのである。
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」
　
以上のことが、李燭塵ら天津商工業者の上層部が反米デモ 参加 た背景にあっ 。それでも、李らには強い避
戦感情があったと思われる。そのわずか一年ほど前、国共内戦中の解放軍による北京・天津包囲戦が実施されたなか、李燭塵 中共関係者を通じ、同地を守備していた「傅作義部隊のために北京、天津から塘沽港まで道を空けて、国民党軍を海上から逃がすよう」 中共中央に提言 た。住民や工場施設 戦火 よる被害を恐れたからである
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（
。 「抗
米援朝」運動に協力しながら、内心、対米戦争がもたらしかねない戦禍を危惧したとしても、決して不自然ではなかった。
中国商工業者と朝鮮戦争
（都法五十七
–
二）
　　　
一八九
三、栄毅仁とその周辺　
無錫から起業し上海に拠点を置いた栄氏一族が、 革命前に紡績、 製粉、 工作機械、 金融等幅広く事業を展開し、 「中
国の民族資本の首位を占め、国際的にも財閥と呼べるほどの規模をもつ、数個もない系列企業グループに入っていた」と毛沢東から評された
）11
（
。事実、 一九五〇年九月現在、 無錫 ・ 武漢および海外にあった製糸設備を除き、 上海に残っ
た分だけみても、三九万八三九六錘あり、市全体の総錘数の三分の一を占めたほどの規模であった
）11
（
。革命後、年若
くして一族の申新紡績の総帥となった三代目の栄毅仁が、抗米援朝運動 始まっ 当初、どのような態度を見せたのか。　
栄に対する直接取材に基づいてまとめられた新華社上級記者出身の著者の手になる伝記『栄毅仁』があり、栄が
中国国家副主席の五年間 任期を終えた翌年にあたる一九九九年に中央文献出版社から刊行され 。いわば正史である同書には、それに関する直接的な記述は 全く見当たらない。関連するものとしては、わずかに、口絵に一九五〇年一二月一六日に上海で行われた商工業界主催の「大規模な抗米援朝デモ」に栄毅仁が大旗 掲げて先頭を歩いた写真が掲載され 栄が後に他人に繰り返し語ったこと、すなわち、 「抗米援朝 関門を比較的に順調に通過した」という発言の紹介
）11
（
にとどまり、栄が当初から積極的に同運動に参加していたかのような印象を読者に与え
ている。しかし事実は必ずしも、そうではなかったようである。　
そもそも栄は、中国が朝鮮戦争に直接関わるような事態を予想していなかった。開戦は、 「われわれが経済を発
展することに専念 て るさなか、突如
0
として抗米援朝運動は開始した」と本人が認めたように、全く意外な事件
であったと言える。もちろん、ここで栄が「突如」と感じて述べた対象は、外国で起きていた朝鮮戦争それ自体で
一九〇
はなく、それに関与することとして「抗米援朝」に踏み切る政権の政策決定であった。何故なら、米中間に実力の差が歴然とあったと認識したからである。これは、栄毅仁にとどまらず、上海の商工業界一般に共有された認識であった。上海の絹物販売業等多角経営のグループ企業であった「協大祥」 オーナー、孫照明も、本人の語っ ところによれば、 「抗米援朝運動の開始当初、 〝この若い政権が世界でも最強 米帝国主義に太刀打ちできるのか〟内心、疑った。
）11
（
」同様に、上海セメント工場や章華毛織工場、中華埠頭公司等グループ企業のオーナーで華東軍政
委員会財政経済委員会委員を務めていた劉鴻生も、 「抗米援朝戦争勃発後、心配でたまらず、共産党の力が弱く、米軍と対抗できないばかりで 大きな禍を惹き起こしかねないと思ってい 。
）1（
（
」
　
これらに近い驚きや懐疑的な反応をもっとも活写したのは、一九四九年から上海の商工業者を工作対象とした共
産党華東局統一戦線部に務め 周而復の手になる 『上海の朝』 った。 同書で描かれた主人公 滬江紡績工場社長、徐義徳も驚愕した。 「彼は中国人民志願軍が鴨緑江を越えて抗米援朝に赴い のを聞いたその日、一晩中ほとんど眠れなかった。腹の中で琵琶を弾いているように興奮し、驚きと喜びが もごもせまって、何とも言えない気持ちだった。 」その「驚き」 は、より具体的に言えば、 「中国政府 共産党が自ら火の粉 招 ようだと思った。アメリカが朝鮮と戦 ている に何故中国が関与しない選択肢をとら い か。鴨緑江の向こうのことに構わず 門を閉ざして建設に励み、強 国にすればよいではな 。アメリカは世界の大元締で、お金 実力もあり、数え切れないほどの飛行機と大砲を っている それに触るべきではない。解放軍は蒋介石の軍隊を相手にするならともかく、アメリカと戦うとは、自ら難儀を求めて余計なお世話をするのではないか」という気持ちであ
）11
（
。
　
他方、 「喜び」とは、 「共産党の解放軍がひどい目に遭うのも悪くない。アメリカ人にとって、朝鮮から東北へ、
東北から華東へと攻め込むのは 飯前のことだろう。アメリカ 来れば、共産党の天下は揺るぎ、蒋介石はきっと
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一九一
アメリカの後ろについて帰ってくる。そうなれば、この徐義徳は、ふたたびマーケットで大活躍できるだろう。滬江企業の黄金時代がもう一度や かもしれないのだ。中国に ソビエトをはじめ社会主義諸国の援助があるとはいえ、アメリカに負けることはまず明ら だ。彼の予想では、中国の情勢は早晩変わるだろうから、この絶好の機会に思いっきり一儲けでき 、絶対に見込みがあった」とされた
）11
（
。
　
同書は小説ではあったが、著者が商工業者と日々接したなかで集めた記録を素材とした
）11
（
だけあって、当時、上海
の典型的な商工業者の反応を理解するための一助にはな れと同様 「喜び」の気持が栄毅仁にそのまま当てはまるかどうかは別として 少なくとも「驚き」は共通したものであった。しかも、 米中間の実力の差についてもっていた現状認識から、栄も同様に朝鮮戦争 関わ べきではないとの立場をと ていた。本人 語っ ところ よれば、 「こ 運動が始まった当初 〝余計なことをしないことに越したことはない〟 いう考えは確かに私にあった」と認めていたのである
）11
（
。
　
それと関連して、栄はこうも述べた。 「私は帝国主義、とくに米帝を恨んでいた。なぜなら、あれから酷い目に
あわされたことがあっ からだ。し し、アメリカにはまだ幻想を抱いていた。わが国は建設に精一杯励み、経済建設を大いに進めるべきで、余計なことにちょっかいを出し、多額の資金を軍事費に費やし、経済建設に影響を与えるようなことをすべきではない。し もアメリカは将来、わが国の建設に何等かの役 立つかもしれ と思っていた。
）11
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」
　
栄は何故アメリカを「恨んでいた」のか。かれの回想のなかで、 その理由は明らかにされていない。 だ、 「恨み」
の理由ではなく、 「失望」のような感情につながると思われる記述は二ヶ所ある。一つは、日中戦争下、日本軍による接収を逃れる めに、 アメリカ人商人に依頼して、 みずからの企業の名義だけをアメリカ籍に変えたが、 結局 「期
一九二
待がはずれ」 、太平洋戦争の勃発と同時に国際租界に侵入した日本軍に、 「関係企業は米籍とされたが故に接収された。 」二つは、戦後、栄みずから経営した茂新第二製粉工場を再建した矢先に、アメリカの対中援助した廉価なメリケン粉の直撃を受けたことである。栄によれば、戦後救済総署からの援助はほとんど小麦粉で小麦そのものがわずかであったため、当時の中国の小麦粉加工設備が余って原料が不足であった現状に鑑み、援助ということであば、 その余剰加工設備を稼動させるべく、 製粉済の小麦粉を減らして代りに原料の小麦の量を増やすよう求めたが、アメリカの援助の目的が救済よりももっぱら余剰農産物の放出だけにあったことから、 栄のその願いも容れられず、対米「期待が外れた」と回想された
）11
（
。
　
それでも、前述したように「抗米援朝」運動の開始当初、まだアメリカに「幻想」を抱いていたと栄本人は回想
している。そのギャップを理解するには 回想し 一九五七年当時、反米という中国独特の「ポリティカル・コレクトネス」の文脈で、栄 伏せて語らなかった歴史 う一つの側面をみる必要がある。栄氏企業は、太平洋戦争勃発した一九四一年末以降日本軍によって接収 が、奔走して間もなく一部返還し もら 。それを除いても、日中戦争勃発の翌 からそれまでわずか数年の間 租界等にあった関係企業が米英籍 変え れ ため、生活必需品である綿布、小麦粉の生産が継続さ 、市場における物資が極度に欠乏したなかで莫大な利益を収められたのである。租界における「孤島 繁栄」と呼ばれたこの時期 栄家 申新綿糸 福新製粉の各工場は、 ことご く「驚くべき高い利潤を得た。 」例えば、 「一九三八―四一年 間、申新第二と第九工場では、帳簿上に反映された利益だけでも五六六六万元の利益が得られ、歴 の時価に基づい 金に換算すれば 一五 ・ 万両に相当 。福新第二、三、 八工場では、一九三八年―四〇年 間 帳簿上の利益が八〇〇余万元に達し 歴年 時価で金二 ・ 四万余両に相当した。 」 実際 利益は、 税金対策のため低く記帳さ ていた金額よりず と大きかった 見られる。 そ 利益 よっ
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て栄家は、戦前大幅な借金で拡充したそれらの工場の負債を完済したのみならず、同族の他の企業の大部分の負債まで返済することもできたのである
）11
（
。
　
他方、メリケン粉から受けた影響は、どうであったか。資料集『栄家企業史料』によれば、大戦終結直後に上海
の各製粉工場は、外国の小麦粉の大量輸入に加えて国産の小麦が不足したため、主な業務として「連合国救済復興機関」に対応する業務を扱う国民政府行政院の「善後救済総署」の下請けでアメリカ産 小麦を代理加工したが、「代理加工業務は主に〔栄家の〕福新や阜豊のような数社の大手企業に集中していた。 」しかも当時の福新製粉工場の営業主任を務めた銭少椿の証言によれば、 「当初、 とてもよい条件、 すなわち出粉率を低く設定し、 加工費も高かったので、利益率は大変高かった」と語られた。そ 後、国民政府軍の軍需用 粉を加工し 際も、アメリカ産小麦が原料 あり、税金対策のために裏帳簿や別口の帳簿を作って利益を隠遁または分散させる方法をとら ければならないほど暴利を得た
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（
。このことから、 当時のアメリカ産余剰農産物の輸入は、 少なくとも栄家企業にとっては、
「被害」よりも「利益」となっていたと言えよう。　
同じ時期に、 製粉業にとどまらず、 綿糸業もアメリカ産棉花を原料に使用し、 栄一族は大いに利益を上げた。 終戦後、
廉価なアメリカ産棉花が大量に輸入され、 棉花価格が急落した。国内 原棉市場が大打撃を受けたが、 紡績業にとってはこれもまた「暴利が得られた。 」また中国および東南アジア市場から日本企業が敗戦 受けて退出したため、綿布製品の供給は減少したが、他方、同地域で戦後復興に る需要は急増し しかも戦後に失業人口が多く 労働力市場では供給過多の め、当初か 安かった人件費はさらに低く抑えられた。栄氏企業は、国民政府行政院長宋子文との個人的な関係を利用し、交通銀行等国有の金融機関から優先的に巨額の融資を受け、同時に行政院の善後救済総署の引き受けた棉紡績関係の各種のアメリカ側「余剰物資」を優遇された価格で入手してい
た
）11
（
。
一九四
　
こうした経緯があって、革命後も対米期待はもたれつづけたのである。しかも、それは栄毅仁に限らず、上海商
工業界において一般に見られる現象であった。一九四九年八月に作成された上海市軍事管理委員会財政経済接収委員会商工部の報告書が、このような商工業者の立場の背景について次のように指摘した。上海の商工業は、 「工業原料と製品の市場を国外に頼っている。綿花を例にみれば、国民党支配下に代理紡績が行われた間、アメリカの対中援助した綿花 各工場における使用量に占めた比率は、高い場合、六〇％ 達してい 。毛織業では 一九四八年度に輸入羊毛原料が八五％を占めた。 市場に至っては、 国内農村の代わりに国外市場を基本的な対象とし、 綿糸は、一九四八年度に上海から外国向け 輸出した額が、密輸の部分を除いても 五千万米ドル以上あった。それ以外に、琺瑯製品、ハンカチ、魔法瓶等の業界も同様であった。金融業 至っては、帝国主義のために存在していたようなものであった」と報告された。こうじた構造的な関係から、実際、約一年前 解放軍が上海を占領し 後、銀行関係者をはじめ多くの資本家は 「アメリカの顰蹙を買ってはいけない。政権 対米態度はあまりにも行過ぎた」との認識を当局者に表明した
）1（
（
。
　
同様の認識は、一年余り経過しても観測された。一九五〇年一一月現在 「紡績工業はアメリカ産棉花の恩恵を
受けた。過去数年間、アメリカ産の綿花がなかっ ら、 百万錘の綿糸機械は回転できなかったであろう」と語る業者がい 一一日付の地元新聞の 『新民 晩刊』 わざわざそれに応える記事
）11
（
を掲載しなければならなかったほど、
無視できな 有力な議論の一つだったようである。以上のようなアメリカとの歴史的関係から、対米「幻想」を抱いていたという栄毅仁の発言 真意が理解されよう。　
栄毅仁の関連発言にさらに注目すべきは、 「抗米援朝」によって軍事費が増えることへの懸念を明確に語ったこ
とである。実際、すでに「天津」 部分で述べたように、一九五〇年一一月の全国財政会議で、陳雲は翌年度 経
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一九五
済建設の方針について、朝鮮戦争を優先させて「経済建設を先送りしても止むを得ない
）11
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」と明言した。財政赤字補
填のために公債発行の方法が考えられたが、一九五〇年度上半期の公債発行にあたって栄毅仁は、すでに多額の公債を購入していた。事前に上海市副市長から率 して購入の「手本」を業界に示す可能性につ て打診を受けたため、栄氏の申新紡績グループを代表して六〇 ・五万の「実物換算単位」 （一単位
一 ・二万元）分の公債を購入する
意向を公表した。 かし、不景気 加えて労使紛 のさなかにあって資金繰りに苦しく、実際はそれだけの購入資金がなかった。結局、大幅な減額が許され、約五分の一にあたる一二万 実物換算単 」となっ
）11
（
。一九五〇年
一月現在、栄家の申新系列企業は 栄毅仁本人の作成した負債報告によれば、七三二億 借金を抱えていたほど苦しかった
）11
（
。
　
以上に見てきた栄の考えは、当時かれの行動にどうのように反映したのか。栄は一九五七年の発言で、 「上海市
商工業界主催の抗米援朝デモが行われた当日、私は積極的にそれに参加し、強い風が吹くなかで大きな旗を担ぎ、南京路の端にあるバンドからチベット路 人民公園までひたすら歩き続けた」と語ってい
た
）11
（
。当時の新聞によれ
ば、全上海市の三三〇 業界と二七三 同業公会から一五万人がデモに参加 、市内の五方向から今の人民公園に位置した「競馬ホール」に向った。栄毅仁は永安紡績会社社長の郭棣活らとともに東方向 バンド デモ隊を率いて南京東路を練り歩い
た
）11
（
。それは、本人によれば、 「中国人民志願軍が鴨緑江を渡り、勝報が次々と伝わってき
て、アメリカ軍を鴨緑江 畔から〝三八〟度線に追い返した。それで始めて、新中国はかつての中国とだいぶ異なり、わが祖国は本当に立ち上がったのだと感じた。百年来外国から虐められてきた民族が、 っとも強大な資本主義国家のアメリカを打ち破ったのだと思った。この偉大な勝利を受けて、私の民族に対する自尊心と愛国心が大に鼓舞された」結果とった行動であった
）11
（
。
一九六
　
実際に志願軍が三八度線にまで進撃したのは、もう少し経過した後の一九五一年一月であり、栄のここの叙述と
は時間的に前後する。ただ、 一二月中旬までは、 「感謝祭」 までに米兵を本国の家族の元に帰還させるというマッカーサーの予想が外れ、中国軍が第二次戦役で平壌を取り戻した後の時期にあたることは間違いなかった。デモを控えた前日の『新民報晩刊』に掲載された、 上海商工業界のデモの めに創作され 「行進曲」 歌詞においても、 「五星の旗がはためく。清川の上 、大同江の上に」と 近辺の河川名が謳われ、三八度線に近い「臨津江」ではなかった
）11
（
。歌詞にある旗は間違っているが、戦局は栄の発言より正確に記されている。ただ、平壌奪還以前の栄毅仁
の態度表明は確認できない 少なくとも 第二次戦役が開始した直後 一一月二七日午前に大光明シアターで上海商工界の「抗米援朝」動員大会が催さ たが 会に参加した代表者リストには栄の氏名は見当 らない。　
その理由を説明する直截な資料はない。ただ、その五年後に、民間企業に対する政府の共同 営政策がとられ、
それをめぐる代表的な商工業者の態度について上海市商工聯合会のまとめた報告書があり、栄毅仁の政治手法を知る手がかりとしては興味深い。 「栄毅仁は綿紡績業の実質上のリーダーで、これ と同じように舞台 裏でさまざまな画策を行うが、重大な課題となると果敢 事に当たり、同業者を率いて正面から政府に抗争する。 」 「解放以来、綿紡績業においてわれわれが一貫して統一戦線 引き入れてきた上層部 対象者であり、しかも中央政府級人物である。……政策に関 機会 多 ゆえ、普通の資本家よりは社会主義改造政策への理解が深く、他方、政府に抗争する手段も他より悪辣で 方法も他より多い。経済上の権利を欲している一方、政治上の地位も欲し、共同経営を通じてみずからの 治的威信を築こうとした。 」当初、政府のとろうとした共同経営の方法が「逆らえない流れだと意識したにも かわらず、態度 表明し いことに終始し」て たが、当局 明確な が伝わるとそれに合わせて「政治的な任務と位置づけ すすんで取り組むよう 姿勢を変える」と報告された
）11
（
。もちろん共同経
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営と「抗米援朝」とは必ずしも同様の事柄ではないが、権力との関係において資本の見せた二面性や機会に目敏く変身が速いという点では、栄の性格にも見られたと言えるかもしれない。しかもそれは、栄にとどまらず、同報告書で栄とともに取り挙げられた、郭棣活を含む計四名の有力な商工業者に共通 た性格でもあった。　
一九五〇年一一月当時、上海の商工業界では、 「愛国公約」が採択された二七日の新聞コラムでも指摘されたよ
うに、 「嫌でも認めざるを得ないが、アメリカに幻想や恐怖心を抱き、中間路線や姑息な平和を貪る思想をいまだに持っている人がいる。この現象はとりわけ商工業者の間で広く見られた。
）1（
（
」上海工商聯合会はすでに一〇月末か
ら市共産党委員会の指導を受けて宣伝キャンペーンを始め、 「商工業者のなかで存在 ていた〔戦争への〕不安や〝恐米〟感情を取り除くこと
）11
（
」に着手していた。それでも、 「愛国公約」の制定や反米デモの開催において、天津の
商工業者と較べて、それぞれ二週間ほど遅れをとった。それらを考えれば、開戦 報に接した一一月上旬から一二月初旬の平壌回復までの間 上海市の商工業者には、態度表明に消極的な傾向が広くみられた現象であっ ように思われる。四、香港　　『上海の朝』の主人公、 徐義徳社長は、 前に述べたように、 米中開戦の報に接して「驚き」と「喜び」を覚えたが、実はもう一つの感情がその胸中を去来したと同書で書かれている。 「後悔」の念 あった。つまり「共産党は長くいられないことがもっと早く かっていたら、あの六千錘の紡績設備を香港まで運んで別の工場を創 、多額の資金を寝かせておくこと なかった。上海に残しておいていたら、今頃もっと大きな利益を上げられただろうに。だ
一九八
が機械は、もう香港で動いているし、今さら運び戻してもならない
）11
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」という口惜しさであった。
　
本土から香港をはじめ海外に移転することに関して言えば、栄家の申新紡績系列からも、新政権の成立を控
えていた頃、かなりの部分の資本が流出した。流出した現金だけをみれば、 「二一二万七九一四 ・五二米ドル、五一四万八一二九 ・五二香港ドル、一七万四八五七印度ルビ、三一万六五三四英ポンド、五万スイスフラン」の外貨があった。香港に新設した紡績工場をみれば、申新第九か は三八六〇〇紡錘および一部の織機をもつ緯倫、申新第一からは二五〇〇〇紡錘をもつ南洋、申新第六と第七の資金からは二五 〇紡錘をもつ大元、申新第四からは二五〇〇〇紡錘をもつ九竜が、それぞれ新設された。台湾に移転 設備には、申新第一からの五〇四〇紡錘と二〇〇台の織機、申新第六からの一〇〇〇〇紡錘と二〇一 の織機があった。台湾 除き香港の分だけで 計「一一万三六〇〇紡錘あり」 、これらの資産価値は、 「一錘あたりの設備を八五米ドルで計算すれば、一〇〇〇万米ドル近くの巨額の資産に相当し
）11
（
」ちなみにこの額は、一九五二年に吉田茂首相が日本国の対米信用の担保とし
てニューヨーク連邦準備銀行に預託した金額のちょうど半 にあたる
）11
（
。
　
もちろん、海外に移転した紡績企業は、栄家の申新だけで なかった。日本の中国研究所調査部がまとめた香港
の紡績業に関する一九五〇年一〇月二一日付の調査資料も、 それを裏付けて る。それによれば、 同年一 月現在、香港に 企業が一三社あり、 「すべて中国人経営であり、その大部分の設備は、はじめ上海の紡績業者が発注し、中国国内に据付けるつもりであったが、内戦のため香港に仕向け換えしたものであ 据付け 錘総数は現在
 
一九万錘を超えた。機械はみな最新式のも で 月産能力は綿糸一万五〇 俵に達し い
）11
（
」
　
では、香港の中国人商工業者は 朝鮮戦争ならびに「抗米援朝」をどのようにみていたのであろうか。一九四九
年に上海から香港に移住した海運業者の董浩雲が、朝鮮戦争勃発当日、新聞 「号外を読み、北韓が今朝南韓 侵
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入したのを知った。極東はまた世界大戦の導火線にならないのか」 と日記にその憂慮を記した
）11
（
。ちなみにこの董は、
のちに中国返還後の香港特別行政区の初代長官を務める董建華の父親にあたる人物であった。董にみられた世界戦争へ 危機感は、香港 商工業者一般にみられたものであった。新華社で一九五一年二月にまとめられた「朝鮮戦争勃発以来、香港の各階層 反応」と題する報告書で 確認される それによれば、戦争勃発から八月中旬までの時期において、 「商工業界は戦争を恐れる感情をあらわにし、最も投機的と見られてい 華商総会の理事長 も平和を呼びかける書状に署名した。
）11
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」
　
同報告書は、その後の商工業者の態度の変化についても、次のように詳細に報告した。八月中旬から九月の初旬
まで、朝鮮での戦局が大邱や釜山で膠着状態となり、米軍機 よる北朝鮮軍への大規模 爆撃が起き が、こ 時期に、 「商工業界は、内地視察団を組んで東北地域 訪問して香港に帰ってきてさまざまな活動を香港で展開した直後であったため、朝鮮 について小市民的な観方を固よりもってはいたが、新中国に対する観方がその前と比べて大きく改善し 。その活動は、八月一日から開始して国慶節の一〇月一日にかけて展開し、香港島と九竜半島の全ての商工団体（例えば華商総会、 金銀取引所、 中華廠商連合会等）と全て 著名な商工業界の指導者（例えば、岑載華、徐季良）を祝賀活動に引き入れた。活動における商工業界の祝賀行事は、他のどの業界のそれよりも規模が大きかった（二二〇〇の団体代表および個人 参加した） 。 商総会 ビルに五星紅旗が掲揚され 画期的な出来事となった。今回 祝賀会を通 てわれわれの今後の商工業界に対する統一戦線 構築に比較的牢固な基礎ができた」と報告された
）11
（
。
　
この引用にあった、 香港の商工業者がもっていたいわゆる「小市民的な観方」とは、 どのような のであったか。
報告書は次のようにまとめている。戦争の初期、 「朝鮮人民軍が次々と勝利を収めたため、政治的に落伍か進歩を
二〇〇
問わず、業界および小市民を含む香港市民は大抵、アメリカに対する観方を急速に変化させた。つまり、アメリカのような強い国が朝鮮の半分を相手にしても勝てず、実に面目のないことであり、これでは第三次世界大戦を引起すようなことを議論する資格はないと考えられた。そのため、かれらのアメリカに対する評価が下がり、アメリカの〝威信〟は大いに低下した。アメリカ 直接または間接的に商売関係をもつ買弁階級の関係者 すら、アメリカの惨敗を目の当たりにして、自らの予想外だったと大いに驚いた。
）（11
（
」
　
ただ、戦争初期に「一般の小市民はアメリカを崇拝する心理を大きく減少させ、共産党の力強さを認識したが、
他方、戦争へ 恐怖感が相当大きく掻き立てられた。 」つまり、北側の「人民軍が三八度線を突破したことから、南朝鮮から北朝鮮を先に進攻したのではなく、北から先に南に対 進攻を開始したことが読み取れ、今でこそアメリカが負けたように見えるが、先の大戦でドイツを打ち破ったの 同じように最終的な勝利 得るのであろうと考えられた。これは当時、香港で発行された反共的新聞 論調と同じであっ 。 」このよう 観方は、八月中旬から九月初旬までの間、一層強められた。 「とくに九月上旬には、進歩的な労働者や学生の間で、興奮した雰囲気に重い空気が流れ、なぜ朝鮮人民軍はかさねて めても前進しない との困惑があっ 。 」 一般の小市民は、アメリカの価値を以前よりさらに低くみた点におい は変わらなかったが、他方、米軍 よる大規模な空爆が戦場で実施されたことに加えて、徐々に反共的なデマ、すなわち、敗退から空爆を経て反攻 至るというシナリオを信じはじめ、いずれ米軍が反攻するであろうと考えられた」というのが、新華社の報告であった
）（1（
（
。
　
そのシナリオを裏付けたかのように、 九月一五日に米軍による仁川上陸作戦が行われた。その後、 「進歩的な学生、
労働者は、それまでアメリカは張子の虎だという側面が強調 れすぎて、その凶暴かつ相対的な強大さの側面が見えなかったため、仁川上陸作戦 大抵 驚きを感じた。小市民の場合 進歩的な新聞より反共的な新聞から受
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二〇一
けた影響が一層大きくなった（六、 七、 八月中は米側の惨敗により低下していたにもかかわらず） 。それまで反共的な新聞によって謳われていたシナリオ通り 事態が展開したように見受けられたからであった。
）（10
（
」
　
一一月初旬中国の朝鮮派兵以後、政治的立場が「進歩的であれ、落伍であれ」 、 「朝鮮における志願軍の重大な勝
利に感心しない者はいなかった。志願軍の軍紀や朝鮮人民との関係、米軍捕虜を手厚く扱ったことにも、最大級の尊敬を払わない者はいなかった。 」しかし、朝鮮への海外派兵それ自体については、意見が分かれた。むろん、 「進歩的」な労働者および学生のうち、派兵形式の観点から より強硬な対応を求める者もいた。 「現在アメリカはわが国の安全を脅かして るため、 〝派兵〟すべきだが、なぜ大規模な正規軍を派遣せず 、志願軍だけを送ったのか。アメリカは張子の虎で必ず打ち破られるとみんなが言うことから いっそ ことそれを片付けた方がも といいじゃないか」と語られた。ただ、 「進歩的」な青年の かで 同盟国ソ連との関係の観点から、疑問を呈し ものも た。つまり「ソ連は、われわれの盟友で、世界の平和陣営のリーダーでもあり、米帝がほし ままに朝鮮と中国に侵攻しているなか、中国から志願軍が派遣されたにもかかわらず 派兵し いのか」 疑問視された
）（10
（
。
　
他方、 海外派兵により慎重な意見もあった。記事によれば、 「祖国の立場に立ちながらも、 状況認識が不明確な者」
の発言として、 「われわれ中国はようやく今日のような環境に落着き、各方面 復興が待たれて るにもかかわず、他国のことに余計なお節介をする理由が分からない」と語った者がいた。また 「祖国の立場に立ちながらも、アメリカを恐れる感情を抱 ている者」 発言もあった。つまり「アメリカは朝鮮を侵略してはいるが、中国本土に対して行っているわけではな 。この段階で朝鮮に派兵することは、自 トラブルを招き 侵略され 口実をアメリカに与えかねな 。仮に交戦と った場合、相手に 近代的 工業や近代 な空海軍があり それに加えて恐ろしい原子爆弾までもってい 。われわれ中国 ような新しくでき 国は、何をもってそれに勝とうと いるの
二〇二
か」という疑問であった。さらに「反動的ではないが、旧来の観方で物事を捉えている者」は、 「以前、われわれ中国は他国から圧迫され、虐められ、侵略されてきたが、いまようやく強くなったからと言って、他国を侵略するというの 語った。以上のようなさまざまな意見のうち 慎重な意見は広 一般に共有され、とりわけ「一般の小市民や落伍した商工業者の間で比較的に優勢を占めた」と報告された
）（10
（
。
　
こうしたなかで、香港に流出していた民族資本の去就が注目された。一九五〇年九月二二日に劉少奇もソ連のラ
シン大使に語っていた。それによれば一九四九年九月に行われた「政治協商会議開催後、大資本は徐々に政権の政治生活に参加し、香港から資金を内地に還流させ始 たが 最近の〔朝鮮戦争勃発の〕事件が戦争期間の延長を意味し、資金還流の規模は若干下がっ 。大資本家は考え込んだ。一方では第三次世界大戦の勃発を恐れて資金を大陸に還流させたがらない。他方では、一旦大戦が勃発したら、香港自体が最初に攻撃される標的になることを理解しており、全ての資金をそこに移していくことも欲しない。外国への移住を考えている者も一部いるが、少数者である
）（10
（
」と説明された。
　
大戦による空爆の危険に直面したときの逡巡は た民族資本だけにみられた現象ではなかった。内
陸部のさらなる奥地 ある迪
ウルムチ
化地域でも例外ではなかった。同地の商工業者には、新華社西北総支社一一月二〇日
付通信によれば、 「恐米感情」をもち困惑する者がみられ、政権の支持団体であった迪化商工聨合会の馬文祥主席は「迪化が空爆 れ のを恐れて田舎への転居を言い出 た
）（10
（
。 」馬は回
ムスリム
族であることから、 「小乱は町に住み、大乱
は村に住む」という思考は、民族や宗教 職業、地域を超えた普遍的なも であった　
劉少奇の述べた逡巡した資本家のうち、上海永安紡績の郭棣活一族も含まれたように思われる。革命前に海外に
発注したスイス製の七〇〇〇キロワットの汽船発電ユニット、一万紡錘の設備 六〇〇〇俵
ベール
のアメリカ産棉花が内
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地に輸送される計画であったが、朝鮮戦争の勃発を受けて、二五〇万米ドル相当のこれらの生産資料を「当面香港に留めておくべきだという意見も出た」が、郭 力説により悉く上海に輸送された
）（10
（
。
　
栄氏一族の関係者もまた含まれていたであろう。一九四九年に一時香港に移住した一族関係者のうち、静観して
いた栄毅仁の夫人が上海に帰還したが、香港に滞留し続けた者、さらに台湾やタイ、ブラジル、アメリカに投 して移住した者がいたことは事実である。そして、海外から二百人を超えた一族の親類縁者が中国大陸で再会するのは、対外的には中国 グローバル社会への復帰を意味する米中国交回復 伴う開放政策が導入
）（10
（
、国内的には改
革が進められるという時代の到来を待たなければならなかった。階級宥和の流れのなかで、前述した周而復 小説も、一九七九年に新 に改訂され、政権が長く続かないだろうと見立てた徐義徳社長 「喜び」 関するくだりは削除された
）（10
（
。
終りに　「抗米援朝」運動が始まってから中国各地で商工業者による「愛国公約」の制定や反米デモが行われたが、なぜ天津が上海より、それぞれ二週間ほど早かったのか。天津には毛沢東らに近 った李燭塵 王光英がいたことはすでに述べた。しかしそれ以上に、構造的な理由も背景 あった。つまり、天津商工業界の実力者の多くは、北洋政府にそのルーツがあったため、 権力との関係に関して言えば、 北伐して出来 国民政府より 後 国共内戦に勝った共産党に比較的に近か 。 に対して上海の有力な商工業者の多く 、国民政府と密接な関係にあった。それぞれの時の中央政府との空間的距離の遠近もあったが、それ以上に資本のルーツにあった各権力と 間の歴史的
二〇四
親疎関係とも深く関連したのである。　
事実、久大塩業の創業時の株主の一人で市場開拓に政治力を発揮した楊度が、袁世凱の帝政への復帰を積極的
に支持した人物として知られたが、その後、転向して、張作霖に捕らえられた李大釗を救援する活動に尽力し、一九二九年に中共に入党して地下活動を行った
）（（1
（
。また、北洋政府関係者が、共産革命後、国民党関係者と異なった
扱いを受けた。一九四九年一一月一四日、内戦の戦犯とされた国民政府関係者の不動産を没収する措置に関する、党中央から天津市党委員会宛に発せられた訓電には、 「とっくに下野した北洋政府時代の大軍閥大官僚の不動産については、原則として触れないこと する」との指示があった 翌年の中央財政委員会私営企業局の出した官僚資本の処置に関する暫定的意見 も、北洋時代の官僚資本 国民党のそれと区別して「追究しない」こととされ
た
）（（（
（
。
これらも一面 おいては、いわば時間上の「遠交近攻」 政治力学によるものであっ 。　
とはいえ、 「戦争と平和」という観点からみれば、この二週間ほどの差は、
微アズ・ア・フットノート
々たる意味
しか為さない。本文で
みてきたように、 「抗米援朝」運動の開始にあたって、中国の商工業者は地域や歴史と関係なく、戦争によってもたらしかねない金融 逼迫、増税、国際市場との断絶など経済活動の環境の悪化や、世界戦争への拡大、人的被害等について、共通して強い懸念を抱 いた である。　
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